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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご紹介ありがとうございます。



今回私は簡易型蘇生人形を用いたBLS普及90分コースと従来型180分コースの比較について研究いたしましたのでその成果を発表させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
背景。

本研究における背景についてお示しします。簡易型蘇生人形が登場し、ひとり一体使用することで、心肺蘇生法の実技を短時間で確実に伝達することが可能となった。

　そこで国士舘大学ウェルネスリサーチセンター内にあるHeart Saver Japanでは一般市民への心肺蘇生法(以下BLS)の普及を目的とした簡易型蘇生人形を用いたBLS普及コースを開始した
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目的です。本研究ではHeart Saver Japanでは従来型180分コース(以下プロバイダーコース)と簡易型蘇生人形を用いたBLS普及90分コース(以下簡易型蘇生人形を用いたBLS普及コース）を確立した。本研究では、この2つのコースを比較検討しその効果をみること目的とし、研究を実施した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象です。対象はハートセーバージャパンの主催するプロバイダーコースを受講した63名と、簡易型蘇生人形を用いたBLS普及コースを受講した61名であり、両コースとも非医療従事者を対象とした。コースの効果を見るために両群ともに筆記ならびに実技試験を実施した。


HSJF O/ H —a—ZX A F¥215.L(180%)

HSIBE B EHFLE ARERVBLSERI—X HJFa15.L(90%)

AR B AE
30 E= 30 EE
30 |TAEDZ AUV iDBhER & & 1 dh D ES#HEAED D 30 [TAEDZRLV=IDIMERAE L 1M DEHEAEDD
FIES PIES
5 BLS —EDHinhTE 5 BLS —EDRNTE
5 |[TEVAMN —Pav &TEVAN—L 3V 5 |TEVANL—LaY&TEVAN—YaY
55 EHEE 55 EEEE
1 |8A 1 |EA
4 |(ABEDOREHER SHOMER - ICIRER 4 |FABEORLHR -BEHOMHER - HIREHR
15 R FE 8 - A TR (30:2) 15 R E 8 - A TFEI%(30:2)
10 | AEDOD{E A% 10 |AEDOEMAE
5 BEROML: B -FROHEZE— (BERKSG-CP 5 BEROXL: B#-EROHER— (BERHSG-CP

R - 514k )

FUAZRAVEBLS—&
DFNEZHEE

K&
DA & ALV - R BT

E bR
SEREE

e
J—RET

_d

Rft&E - 5 )
UF)AEAN-BLS—EDFRENERES

a—XRET

a—RETH SFUFERWN-EEEE
(REERERS S + &1 59+ T71—K/\v o1 9 =HEREF
[E74)

7>’7—I~EE)\(7>’7'—FEE)\-§EE.%‘:§E§FH.%H7’ 5-_:? g é @ﬂ#/%?/ :E / i- 7:‘1 )



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロバイダーコースと簡易型蘇生人形を用いたBLS普及コースのカリキュラムをスライドに示します。

両群とも実技講習までは講習時間に差はない。今回簡易型蘇生人形を用いたBLSコースでは効果をみるために実技試験と筆記試験を実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実技評価項目と筆記試験をスライドに示します。実技は20項目にわたって評価を行い、筆記試験にあっては10項目にわたってBLSとAEDに関する知識と処置について問う問題を作成しました。統計学的検討は２群間で対応のないt検定を用い統計学的検討を行いました。




WIS R ABREOLE

7D/\49 —:I—Z S T7VEHRH Lf_m&ZI—Z
| 4~5A\Ti{k LAIZOELE
@

YRS
O ® O
=7 «—— @ mBILHEAS

O O »r>|~5‘ O

S Lo
o @tk

..........



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
両群における人形配置についてプロバイダーコース郡は4～5人で1体使用し、簡易型蘇生人形を用いた普及コースにおいては一人につき1体人形の配置をしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結果です。実技評価項目、「胸骨圧迫(圧迫の深さ)」の項目において統計学的有意差を認めた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実技評価項目、「胸骨圧迫(リズムが正確であったか)」の項目において統計学的有意差を認めた。他の手技評価項目において統計学的有意差は認められなかった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筆記試験項目において統計学的有意差はなかった。すなわち2群ともほぼ同様の心肺蘇生に関する知識が身についたと考えられる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
考察。研究結果より、簡易型蘇生人形を用いたBLS普及コースにおいて胸骨圧迫の深さがプロバイダーコースの1.7±0.4よりも簡易型蘇生人形1.9±0.2と有意差があった。筆記試験はプロバイダーコースとまったく遜色なく実施できたことが判明した。簡易型蘇生人形を1人につき1体人形を配置することにより、プロバイダーコースと同等以上の１人あたりの実技時間を確保することが可能となり、同等の質の維持に繋がったと考えられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
胸骨圧迫の実技講習時間についてスライドに示す。プロバイダーコースに比べ簡易型蘇生人形を用いたBLS普及コースの方が同じ講習時間でも胸骨圧迫を訓練している時間が長いことから、強くて、リズムの正確な胸骨圧迫の手技の修得に繋がったと考えられる。よって1人につき1体人形を配置することにより、プロバイダーコースと同等の質の維持につながった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結語。本研究は簡易型蘇生人形を用いたBLSコースが従来行われているBLSコースを比較その効果をみた。

本研究の結果、簡易型蘇生人形を用いたコースは従来のコースに比べ、時間は短くしてもBLSに関する必要最低限の知識と技術を得ることが可能でありBLSの骨子を習得させるには十分可能であることが証明された。
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